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1　は　し　が　き

宮城県における1982年の水稲作況指数は91で，収去構成

要素から見た主な減収要因は，単位面積当り籾数減と玄米

千柁重の低下l）と言われる。しかし，県北部山間地椙など

障害不稔が多発して減収したところもあり，平坦地帯でも

品種によってはかなりの障害不稔が観察された。著者らは

今後の技術対策の参考とするため，これらの障害不稔の実

態を調査した。

2　調査対象と方法

調査対象は・水稲奨励品種決定現地調査圃場，山間高冷

地における耐冷性系統現地選抜開場である。不稔歩合は，

3株から採った平均的な穂合計10本について調査した。気

温はアメダス観測値を使用した。

3　結果　と　考察

（1）気温の特徴

月別気温の推移を図1に示した。障害不稔の発生に影響

すると考えられる7月中旬から8月上旬の気温は平年値を

F回り，特に7月末は最も低温であった。平年値を下回る

程度は最低気温より最高気温の万が大きかった。低温の程

度は最低気温でも20℃よりわずかに低い軽度の冷温であっ

Jこ。
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図1　7・8月の日別気温（1982年古川）

（2）地帯別の障害不稔

地帯別に見た障写本稔の特徴は表1に示す通りで，山間

高冷地で高く，北部平坦地椙では大和．若柳など山沿でや

や高く・三陸沿岸地帯では比較的低かった。調査した3品

種の中・不稔歩合が最も高かったのは山間高冷地帯のアキ

ヒカリで，次が同地椙のササミノリであった。ササニシキ

は不稔の多発は見られなかったが．山沿では20％前後発生

した事例も見られた。山間部に近い程不稔歩合が高まる傾

向が見られたが，これは7月下旬における気温の低下が山

間部程大きい傾向2）とほほ一致した。

（3）山間高冷地車削こおける障害不稔

障害不稔が多発した山間高冷地における不稔歩合と玄米
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注．奨励品種決定調査成軌不稔歩合は古川農試調査．
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図2　品種別の不稔歩合と玄米重の関係
（鳴子町鬼首，標高280桝）

重の関係を図2に示した。この媚場ではササミノリ級の中

生では不稔歩合が20％台で品種間差は小さかった。しかし，

アキヒカリ級の早生では不稔歩合の品怪聞差が大で．不稔

歩合と玄米重の間には直線的関係が見られた。ここではこ

の地帯の主力品種であるアキヒカリの不稔歩合が最も高く・

玄米重は最低であった。耐冷性が強いと考えられてきたレ

イメイも不稔歩合は40％に近く，かなり減収した。

（4）平坦地帝における障害不稔

県北部平坦地帯のはば中央に位置すろ古川農業試験場の

圃場におけろ障害不稔の事例を図3に示した。8月上旬か

ら下旬まで，どの出穂期でも不稔歩合が全般的に高まり15

～20％に達する品種が少なくなかった。中でも，宮城県の

主力品種の不稔歩合は相対的に高い万であった。また，ヒ

デコモチ（耐冷性極弱）の不稔歩合は群を抜いて高かった。

（5）障害不稔と耐冷性の関係

古川農業試験場の恒温深水かんがい圃場における早生品

種の耐冷性検定結果の一部を図4に示した。この中で，ア

キヒカリ．レイメイ．ふ系127号の不稔歩合の差は耐冷性

程度の差を示すものと筆者らは判断している。この関係は

第2図の障害不稔の多少とほほ一致しており．山間高冷地

帯で不稔の多発したアキヒカリの耐冷性は「弱」と云って

も言い過ぎでなく，レイメイの耐冷性も不十分と考えられ

た。上記の検定結果から，第3図で不稔歩合の高い品種は

耐冷性が弱い傾向が見られた（データ省略）。

4　ま　　と　　め

（1）1982年に宮城県で発生した水稲の障害不稔は，7月
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図3　主要品樺系統の不稔歩合（品種特性調査）
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図4　恒温深水かんがい圃場における不稔歩合
（水温19℃．水深20（瀧）

中旬以後長期間続いた冷温で．耐冷性の弱い品種を中心に

発生したもので．その程度は気温の低い山間部において，

アキヒカリ等の早生品種で著しかった。

（2）従来，東北中南部では，レイメイの耐冷性を「強」

と評価し，山間部向品種選抜の目標としてきた。しかし，

冷害の実態と検定結果から，この程度の耐冷性では不十分

で，より高いレベルの基準作成が必要と考えられる。
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